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第48回粘土科学討論会報告

　第48回 粘 土 科 学 討 論 会 は ，9 月 16日 （木〉〜17日 （金）

に 新潟大 学 五十嵐 キ ャ ン パ ス ，二1二学部及 び総 合 教 育研究

棟 （旧 教 養 G 棟 ） に お い て，開催 さ れ ま した．共催 学

会 は，資源 ・素材学 会，資源 地 質学 会，ゼ オ ラ イ ト学

会，地 盤
一
匚学 会，日本 化 学 会，日本 火 山 学 会，日本原 子

力字会，日本岩石鉱物鉱 床学会，日本 鉱 物学 会，FI本 セ

ラ ミ ッ ク ス 協会，日本 セ ラ ミ ッ クス 協会原料部会，日本

高 分 子学会，H 本第四 紀 学会，　 EI本地 学 教育学 会，日本

地球化学会，日本地罫 ≠会，日本土 壌肥料学会，日本熱

測定学会，日本 ペ ドロ ジ
ー

学会，晨 業土木学会 （sorf　　　　’
順 ）の 20学会．新潟大学 は ，五

一
卜嵐 地 区 へ 移転 して ，30

1余が すぎま した．前回新 f 大学で 粘土学会をbrjf十Vした

の は ，1979年 の 25年前で した．

　つ回，参加人数 は 祈潟大学 の 学 生 ・
院 生 を 入 れ る と

2〔）8 （ス タ ッ フ の 学 生 ・1洗生 を 除 く と182名 ： 内訳 は 会員

109名，学生会員18名，非会員21名，非会員学 生 34名1）

〈 な お25年 IJr∫の 新潟 で の 第23回討論会 に は 参加者 135名

　懇親会彡．加者51名，エ クス カ
ー

シ ョ ン 参力［123人 との 記

録 が あ ります．〉 討論会 で は 口 YJ．i発表 は 56件，ポス ター

発表 は 57f’1，で した．初日，161ヨ午後 に は ，葡別
．
冓演 は会

．
長講 績 と し て 新 潟 大学総合教育研究棟 （IEI教養 G 棟 ）

（新潟 市五 十嵐 二 の Hl」
’
8050）に お い て と りお こ な わ れ ま

した．III岸 H2，彦会長 は
「
化学 に と っ て の 粘 土，粘 土 に

とっ て の 化学 」 とい う油遺 で，ご 自身 の
．
長 い 研究 1胴 に も

とつ い て ，粘土 を 素材 に 典味深い 実験 が で き た こ と，化

学 と粘
一
卜科 誰の 相互 に 刺激 しあ う，問題抗起 しあえ る も

の とい うこ とが具 体 的 な体験 か ら提起 され，111t味深 い 話

に な りま した．

　引 き紕 き，粘土 科学討論会 シ ン ポジ ウ ム が 同 じ会場 で

と りお こ なわ れ ました ．こ の シ ン ポジ ウム は，実行委員

会 で 准v、討 して
一般 公 「廾」と し ま した．ポス ターを み て 参加

して きた 人 もい ま し た．テ
ー

マ は
「C］aysphere 　 Part

3 ：生 活 fUI　 I・身 の 回 りの 粘土
一
粘 土 匡陳 境 に お け る粘

土 の 利用
一

」 とい うこ とで，こ れ は一・
昨ヰ，昨年 の シ ン

ポ ジ ウ ム （Claysphere 　Pai’t　］，　 Part　2） に 引 き 続 い た

もの で す．本年度 は ICC　LOO5へ 向 け て の 最終 シ ン ポジ

ウ ム とい う位置づ けで もあ りま した．こ の シ ン ポ ジ ウ ム

ci は 地球 サ ブ シ ス テ ム を 構戊す る粘土圏を身近な粘 十

囚環境 と して と らえ，粘土 ・
粘土 釦物が実隆に どの よ う

な特 1牛を 応用 し， どの よ うに 庄 禾 社会 で使用 されて い る

か が い ろい ろの 分野 に わ た っ て 紹介 さ れ 言lktd侖さ れ ま し

た．また，循環型社会 と粘」．製品 との 関わ り，ユ
ー

ザ
ー

か ら見た 粘土 製呂の 11価 の 視 点 も含 ま れ て い ま した ．講

演者 と演題 は以 下 の と お りで す．

　次 世代型 建 築 内 装材
一MOISS ／福 田 添 彬 （三 菱 マ テ リ

ア ル 株式会社）； マ イ カ の 合成 とその 応用 ／太 田 俊
一一（ト

ピー
工 業株式会仕）；粘土 を 用 い た 機能賢材 ／井 須 紀 文

（INAX ）・石 田 秀 輝 （東 北 大 ・環 境科 学 ）； ポ リマ
ー

／粘

105

土 ナ ノ コ ン ポジ ッ トの 材料特性 ／由井　浩 （
［

〒
1
大 lr 埋 工

総研 セ ン タ ）；尻 活性白 土 に 残 留 す る 油 脂 の バ イ オ

デ ィ
ー

ゼ ル 燃料 へ の 変換 ／小 ll 盛次 （水澤化学 工 朱抹）・

朴龍 沫 （浄岡 大 学 晨 1乙部）；生 活空 間 ・身 の 回 りの 粘 土 一

化粧 冂宀お よ び カ ラ ム 充填 剤 に お け る粘土鉱物 の 伐 訓 ／

凶 浜 fl宵二 （資生 堂 マ テ リア ル サ イ エ ン ス 研究 セ ン ター物

性研究所）；有機化合物 の 表而 ・層間
・
細孔中で の 相互

作用 とそ の 応用 ／福 嶋喜章 （豊日ll中研），

　 シ ン ポ ジ ウ ム の あ と は 懇親会 で ，新潟大学生 協第
一・

食

堂で ，盛大 に と りお こ な わ れ ま した．参加者 は，ア ル バ

イ トの 学生 ・
院生 の 諸君 も，参力［1して 総 郵 約 130麻 V に

もなりました．新潟 は 米 ど こ ろ，酒 ど こ ろ と，コ シ ヒ カ

1丿お に ぎ りか ら，9種 の 地酒 コ
ーナーもな ら びそ れ ぞれ

に 訊鼠 して い た だ き ま した．料 理 は 新局の も の が 吉村尚

久九上 の 解説っ き で ，つ ぎつ ぎ紹介 され 楽ん で もらえた

と思 い ます．

　次回討論会 は ICC の た め ，例年 の ように は 開催され

ず，そ の か わ りと位置づ け られ る ［CC の 紹介 とそ れ へ

の 参加 の 訴 えが 井上常務委員長 か らありま した．

　 翌 17日は 午 li∫，口 頭発表，午後 ポ ス ター
セ ッ シ ョ ン と

口 頭発表 が あ りま した．17EI昼 の 1心 会で は ，［．1」岸会長 の

挨拶後，総会 が と りお こ な わ れ ま した．こ の なか で，各

賞受賞者 は 以下 の 通 りで ，紹介表彰 さ れ ま した．

　学 会賞 （進 見彰 男 会員）／
．
功績 貰 （近 n？三 二 ，久保

博会員）／奨 励 賞 （福 士 圭 介 会 員〉／技 術 ぼ （人 工 粘 土

研究組合　代表　芝崎蛸雄会員）／論文賞 （横［．Ll信吾会

員 ほか，岡 田 清会 員 ほ か）

　 まt 当初，18EI （土 ） に は 見学会 を，　 Lト1条羽黒 ［．「．［1：11i土
鉱床，水 i丶

「
化学 ・［・1・1条 工 場，胎内高呼 ビ

ー
ル 園，ク レ

ー

ス トーン 階士 の 館 （黒川村米111土
・
鉱物資料館） とい うこ

とで 企画 し ま した が，参加者 が 少なく，や む な く こ れ は

中 IE：と し，代わ りに ク レ
ー

ス トーン 槫士 の 館 （黒 川 村粘

土 ・鉱物貪料館） を訪 れ る特別 バ ス ッ ア
ー

を企山 し，総

会の 易 で も参加 者 を勢集 し実施 しま した．18El朝，折 潟

駅 に 集合 し，バ ス で ク レ
ー

ス ト
ー

ン 博士 の 館を訪 れ ，そ

こ に 展 示 され た 粘 土 の 特別企画，粘土及び鉱物 の 諸、1∫L
料，等見学 しま した．地 方 の 小 さ な，しか し粘 十一を 1［面

か ら うた っ た こ の 博物館 は ，館長 の 高橋 UL三 さ ん は じ

め，古賀　愼 さん 等 こ の 町物飢 に 協力 して お られ る方 々

の 努力 の あ とが み え て ，なか な か の もの で ，参加 者 は 湎

足 しま した ，昼食 は 近 くの 地 ビ
ー

ル 圓 で の 交流 と なりま

した．

　 こ こ に ，無事 に 本年 の
．
1命会 が 終 え る こ と が で き ま し

た こ と，参加 い た だ い た方す べ て の 方，また 実行委員各

位 （高橋 昭 三 ，佐藤 悌 治，高橋範行，渡辺隆，大易

孝信，吉村尚久，北 LL1淑江，大 i’ri∫内誠 の 各 会 員）に 深 く

感謝 い た し ます．ま た 討論会 の 準鮪，運 営を 支 え て くれ

た 新 潟 大 学 鉱 物 セ ミ ナ ーと地 質
．
科 学 科 の 1

：
十 ・学 生 の

皆 さん に も厚 く感 謝 い た し ます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （赤井 　純治 ）
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第48回粘土科学討論会風景
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